
 
いのちのたび博物館    
 公共社会学科 1年 大坪胡桃 
田川市石炭・歴史博物館  
 公共社会学科 2年 佐藤彩乃 



いのちのたび博物館（大坪） 体験期間：5日間 
• 2002年（平成14年）自然史、歴史、考古の3つの博物館を一体化し
た「北九州市立自然史・歴史博物館」として開館。 

• 世界的にも希少なティラノサウルスの「スー」をはじめ、多くの
資料や標本が展示されており、地域の教育現場との交流も盛んで
ある。 

 
田川市石炭・歴史博物館（佐藤）体験期間：5日間 
• 1983年（昭和58年）「田川市石炭資料館」として開館（2005年改
名）。 

世界記憶遺産に登録された山本作兵衛氏の炭坑記録画や文書、石炭
資料のほか、日本最古級や全国的に著名な考古・歴史資料など約2万
点を収蔵・展示している。 
 

 

❁体験について ① 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
体験は田川市石炭・歴史博物館で五日間体験させていただいた。
選んだ理由
①まちづくり や観光に興味があったため、田川市を象徴し、また 観光の拠点となりうる場所で学びたいと思ったから。
②田川市についてより深く知りたいと思ったから。 




❁体験の目的 
•働くことの意義を学びたい 
•コミュニケーション能力を身につける 
•新たな視点で物事を見る目を養いたい 
•自身の立ち位置や役割を理解したい 
•自己管理能力や計画力、課題発見力を身に
着ける 

•社会に出て働くということについて学ぶ 
 
 
 
 
 
 

 

② 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
体験目的は働くとことの意義や、自分に足りない能力を身に着ける為です。
また、自らの立ち位置や役割は普段自覚しにくいので大学の外に出て実践的な体験をすることで理解できるのではと思った。
働くことの意義や、社会に出たときに必要となるコミュニケーション能力を身につけたいと思い希望した。活動を通して、固定観念にとらわれず、新たな視点で物事を見る目を養った。また、社会や組織における自分の立ち位置や役割を理解できると思った。



❁活動内容 
大坪 
•交流員業務体験 
•清掃体験 
•学芸員業務体験 
•ワークシート体験 
•ミュージアムティーチャー業務補助体験 
•子供教室補佐 
 

③ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
交流員業務体験→受付での誘導とパンフレット配布、シアターショーへの勧誘
　清掃体験→実習室の掃除
　学芸員業務体験→古文書の確認・解読、昆虫標本の整理、特別展のための標本の写真撮影、はく製製作のために冷凍された鳥の記録の作成
　MT業務補助体験→小学生が体験するペットボトル顕微鏡の作製、ワークシート作りの補助
　子供教室補佐→葉っぱを使った押し花作りの補助
子供たちに対する声かけや誘導について褒めていただきました。また、学芸員業務は地道な作業も多く、一人でこなすことが大変だと感じました。



佐藤 
•開館・閉館作業補助 
•入館者受付補助 
•展示室監視補助 
•文化財整理作業 
•夏休み子どもイベント補助 
•ブログ作成 

④ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
文化財整理作業では、田川市内で発掘された湯飲みを紙に起こす作業をした。陶器の薄さや幅、高さなどを定規や専門の作業を使ってはある作業は集中力が必要で、あっという間に三時間が過ぎた。
夏休みこどもイベント補助は勾玉つくり体験をした。子どもたちに積極的にインタビューをしてその内容をふまえてブログも書かせていただいた。
添削を何度もして、納得のいく内容に仕上げることができた。
体験期間中は１日を振り返り、反省を次の日に生かすことを大切に毎日を過ごした。「良かった点、悪かった点」、「なぜ悪かったのか、どうすれば改善できるのか」を考えて行動した。そうすることで、翌日、「今日も１日頑張るぞ」とやる気や向上心が湧き、積極的に行動できた。そのため、はじめは出来なかった自分から仕事を探すことや、自分の納得のいくまで物事をつきつめていくこと、客観的に状況をとらえ、課題を発見し、解決策を考え、実行していくことができるようになった。



❁体験による学び 
大坪 
•働くことで得られるやりがいを感じること
ができた 

•より良いものを作り上げるための学び続け
る姿勢 

•職場内での礼儀や心配り 
•専門分野からの様々な事象に対する考察 
•地道な作業の大変さと重要性 
 
 

⑤ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
子供たちの驚きや喜びの声を聞くと、こういった部分にやりがいがあるのかなと感じました。また、展示物の配置を考えることも学芸員業務の１つなのですが、専門でないデザインという分野を学ぶために外部講師を招いて講義を受けるという話を聞いて、よりよいものを作るために学ぶことを怠らない姿勢に驚きとすごさを感じました。さらに、各専門分野から環境問題や文化の問題など様々な事象にアプローチされていて、視野の広さを感じるとともに新しい考え方を知ることができました。



佐藤 
•仕事の連帯性 
•働くということ 
•物事の進め方 
•公務員として働くということ 
 
 

 
 
 

⑥ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
プレインターンシップを体験して学んだこと
①仕事の連帯性…人とのことをやり遂げるためにはたくさんの人が関わっているということ
②働くことの楽しさ…仕事を任されることの楽しさ、できることや知識が増えていくことの嬉しさを学んだ。
③物事の進め方…ゴールを決めてから計画を立て、物事を行うこと。物事を進めやすく、やりとげやすい方法。卒業論文もこの様に進めていくといいというアドバイスをいただいた。
④公務員として働くということ…最終日のプレゼンテーションの際、担当の方が体験談をもとに公務員として働く際には部署の移動も多いため、自分が初めてふれるような分野の仕事をしていかなければならない場面もあるということを教えてくださった。しかし、自分が初心者だということは「市民の方の目線」からみたらわからないし、「初心者だからできない」というのは通用しない。私は公務員として働くことを将来の視野に入れている。知らないことやできないことも、知ろう、できるようになろうという努力をすること、常に学んでいく姿勢をとり続けることが大切だということを感じた。



❁新たな課題 
大坪 
•積極的に質問する 
•全てのあいさつを自分からできるように！ 
•感じたことや疑問などをもっとメモする 

 
佐藤 
•発信力と自己管理力の向上 

⑦ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大坪：「質問はないですか？」と聞かれたときに答えられないことがあったので、疑問を持つ姿勢を身につけたいです。
　あいさつは声など褒めていただいた部分もあったけど、もっと自分から声をかけていきたいと思います。
　パッと思い浮かんだことやふと感じたことなどは忘れてしまうこともあるので、もっと頻繁にメモをとりたいです。

佐藤：受け入れ先の評価で、ブログ記事を作成する際に、伝えようとする努力はわかったが、若干伝わりにくい部分があったや、良くも悪くも時折作業に熱中している姿がみられたという発信力と自己管理力の点で厳しい評価を受けたため。




❁今後の目標 
大坪 
•人と関わる取り組みに積極的に参加する 
•自分から話しかけ、会話を広げられる知識
や手腕を身につける 

•返事や挨拶など褒めていただいた部分を衰
えさせないように伸ばす 
 

⑧ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もっとたくさんの人と関わって自分の視野を広げたいし、新しいことも体験してみたいので人と関わる取り組みに積極的に参加したいです。
　日常会話はもちろん、質の高い議論をするためにも会話を豊かにするような知識や手腕を身につけたいです。
　挨拶や返事など、今回褒めていただいた部分に慢心することなく、自分の長所を理解したうえで武器になるように、自分から挨拶をすることやお礼を忘れないことを心掛けたいです。



佐藤 
•課題の解決 
⇒語彙力の向上 
 周りに目を向ける意識をする 
   

様々なことに挑戦しつづけ、 
向上心を持って行動していく!! 

 

⑨ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
伝わりにくい部分があったという点について本を読むことで語彙力の向上、伝え方の勉強をしていく。
自己管理力については、新たに気づかされた周りが見れなくなるという問題点を、周りに目を向けるという意識をすることで解決していこうと思う。
また、今後の大学生活、社会人になっても様々なことに挑戦し続け向上心をもって行動していきます。
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